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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年７月２２日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 令和７年７月２日 ０６時４０分頃 

発生場所 岩手県普代村太田名部漁港北北西方沖 

 太田名部港南防波堤灯台から真方位３４２°２.０海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯４０°０２.６′ 東経１４１°５３.７′） 

事故の概要  漁船第十白井
し ら い

丸の乗組員は、金庫網の設置作業中に後部甲板を移動

していた際、右舷後部キャプスタンの回転部に足を巻き込まれつつ、

操舵室の囲壁に体を挟まれ、死亡した。 

事故調査の経過 令和７年７月９日、本事故の調査を担当する主管調査官（仙台事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等  

 

漁船 第十白井丸、１５トン 

ＩＴ２－３６０２（漁船登録番号）、普代村漁業協同組合 

１８.００ｍ（Lr）×４.１８ｍ×１.３８ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、４２３kＷ（動力漁船登録票による）、昭和５９

年４月１２日 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船 

 乗組員等に関する情報 船長 ４８歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免許 登録 日 平成７年５月１日 

免許証交付日 令和６年７月１８日 

        （令和１２年４月３０日まで有効） 

乗組員Ａ ６３歳 

 死傷者等 死亡 １人（乗組員Ａ） 
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 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南、風力 １、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ 

 事故の経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

本船は、船長及び乗組員Ａほか６人が乗り組み、定置網の金庫網

（箱網に隣接している小型の袋網）の設置作業の目的で、令和７年７

月２日０５時３０分頃に僚船１隻と共に太田名部漁港を出港した。 

（写真２ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船長は、太田名部漁港北北西方沖にある漁場に到着した後、金庫網

を設置する予定の場所で主機操縦レバーを中立にして本船を漂泊状態

とした。 

船長は、乗組員に本船の左舷前部甲板及び左舷後部甲板にあるたつ
．．

（ロープ等を係止するために使用する構造物）に巻き付けてあるロー

プを箱綱（箱網の骨組みとなるロープ）に結ばせて本船を係止させ

た。 

船長は、その後、本船の左舷前部甲板及び右舷後部甲板にあるキャ

プスタン（係留索等の巻上機）に巻き付けてあるロープを僚船の右舷

前部甲板及び右舷後部甲板にあるたつ
．．

に掛けて互いの船体を固定させ

て０６時頃に作業を開始した。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 本船の係止状況（概略） 

 

僚船 

運動場 昇り網 箱網 

写真２ 定置網の模型（概略） 
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乗組員Ａは、操舵室左舷側の通路で作業に当たっていたところ、同

じ場所で作業に当たっていた他の乗組員が金庫網の破損を見付けたの

で、操舵室の船尾方を通って‘操舵室右舷後部囲壁’（以下「操舵室

の囲壁」という。）に設置された箱に入れてある定置網の補修作業用

の道具を取りに行った。 

船長は、操舵室前部に設置してあるクレーンを使った作業を終えた

後、金庫網の破損を見付けた乗組員からの報告を受け、同室左舷側の

通路に移動した。 

（写真３ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船長は、乗組員Ａが道具を持って戻ってくるのが少し遅いと思って

いたところ、０６時４０分頃本船の‘右舷後部甲板にあるキャプスタ

ン’（以下「本件キャプスタン」という。）付近に人が倒れていること

に気付いた僚船の乗組員の大きな叫び声を聞いた。 

船長は、直ちに後部甲板に移動して様子を見たところ、停止してい

たはずの本件キャプスタンが時計回りに回転しており、本件キャプス

タンの回転部に右足が絡みついて本件キャプスタンと操舵室の囲壁と

の間に体を挟まれて倒れている乗組員Ａを認めた。 

船長は、本件キャプスタンの操作レバーを直立の停止位置として回

転を停止させ、乗組員Ａの救助に当たった。 

（写真４ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

定置網の補修

作業用の道具 

保管場所 

乗組員Ａの

作業位置 

キャプスタン 

船長の作業位置 

写真３ 本船の乗組員の作業配置状況（漁業協同組合提供） 

クレーン 
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乗組員Ａは、救助された際、定置網の補修作業用の道具を手にして

おらず、定置網の補修作業用の道具は操舵室の囲壁に設置された箱に

置かれたままであった。 

本船とは別の場所で定置網漁を行っていた漁師仲間は、僚船の乗組

員から本事故発生の電話連絡を受け、漁業協同組合の担当者にその旨

を伝えるとともに救急車の手配を依頼した。 

本船は、金庫網の設置作業を中止して太田名部漁港に帰港した。 

乗組員Ａは、救急車で岩手県久慈市内の病院に搬送された後、０８

時５４分医師によって死亡が確認され、死因が高エネルギー外傷によ

る出血性ショックと検案された。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項 (1) 乗組員Ａに関する情報 

① 操業経験等について  

乗組員Ａは、定置網漁に約３９年間従事しており、本船には

平成２６年５月から乗り組んでいた。 

 乗組員Ａは、本事故当時、体調不良の様子は見られず、カッ

パの上下、ゴム手袋及び救命胴衣を着用してゴム長靴を履き、

ヘルメットをかぶっていた。 

② 死因について 

死体検案書には、死因についての記載の他に、傷害が発生し

た時の状況について、「船上のロープ巻き取り機に右脚を巻き込

まれた。そのまま身体をもっていかれる形で時計回りに１回転

以上回転した。巻き取り機横の鉄壁に体をぶつけており、右足

関節は開放骨折となった。」旨の記載があった。 

写真４ 乗組員Ａが発見された時の再現状況 

（漁業協同組合提供） 

乗組員Ａ 

操作レバー 
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なお、死体検案書中の「ロープ巻き取り機」は、本件キャプ

スタンと同義である。 

(2) 乗組員Ａの目撃状況に関する情報 

本船及び僚船の各乗組員は、本事故当時、それぞれの配置（本

船：左舷側、僚船：右舷側）で作業を行っていて、定置網の補修

作業用の道具を取りに行った後の乗組員Ａの動静を見ていた者は

いなかった。  

(3) 乗組員に対する注意事項の伝達状況に関する情報   

船長は、本船で操業中に事故等が発生したことはなく、また、

乗組員が定置網の操業経験が豊富で漁労機器周辺での巻き込まれ

事故等の危険性についてよく知っていると思っていたこともあ

り、ふだんから、回転機械の操作レバー付近を通る際には注意す

るなど、操業に当たっての注意事項を伝えることはなかった。 

(4) 本事故当時の作業環境に関する情報 

本船は、本事故当時、波浪などによる船体の動揺はなく、金庫

網の設置作業を行う上での支障はなかった。 

(5) 本件キャプスタンに関する情報 

本件キャプスタンには、本事故当時、不具合や故障はなかっ

た。また、甲板から本件キャプスタンの回転部上面までの高さは

約４８cm、回転部の径は約２６cmであった。 

本件キャプスタンは、主機駆動の油圧式で、操作レバーを右舷

側に倒せば時計回りに回転し、直立で停止、左舷側に倒せば反時

計回りに回転するようになっていた。また、操作レバーを倒す角

度によって回転速度を調整することができるようになっていた。 

本件キャプスタンの操作レバーはノッチ式ではなかった。ま

た、現場調査時に同レバーを動かしてみたところ、小さな力で動

かすことができた。 

本件キャプスタンの操作レバーには停止時の誤操作を防止する

ためのストッパーが備えられていたが、ふだんから掛けられてお

らず、本事故当時もストッパーは掛けられていなかった。 

船長は、本船で操業中に事故等が発生したことはなく、また、

必要時にすぐに本件キャプスタンを動かしたい思いがあったの

で、ふだんから操作レバーにストッパーは掛けていなかった。 

（写真５ 参照） 
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分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

(1) 乗組員Ａの死因等 

① 乗組員Ａの死因は、高エネルギー外傷による出血性ショックで

あった。 

② 右足関節が開放骨折していた。 

(2) 乗組員Ａの死亡経過 

① 乗組員Ａは、操舵室の囲壁に設置された箱に入れてある定置網

の補修作業用の道具を取ろうと後部甲板を移動していた際、停止

していた本件キャプスタンの操作レバーに体の一部を誤って接触

させたことから、本件キャプスタンが作動したものと考えられる

が、目撃者がおらず、乗組員Ａが死亡しており、その状況を明ら

かにすることはできなかった。 

② 本件キャプスタンは、次のことから、作動させやすい状況であ

り、また、乗組員Ａの足を巻き込みやすい位置にあったものと考

えられる。 

ａ 本件キャプスタンの操作レバーは、小さな力で動かすことが

できた。 

ｂ 本件キャプスタンの操作レバーには停止時の誤操作を防止す

るためのストッパーが備えられていたが、これまで操業中に事

故等は発生しておらず、また、操業時の作業効率化を図るため

に、ふだんから同ストッパーは掛けられていなかった。 

ｃ 甲板から本件キャプスタンの回転部上面までの高さは約

４８cmであり、回転部が乗組員Ａの足下付近にあった。 

(3) (1)～(2)から、乗組員Ａは、作動していた本件キャプスタンの

回転部に右足を巻き込まれつつ、操舵室の囲壁に体を挟まれ、死

亡したものと考えられる。 

(4) 船長による事故防止指導の状況 

（右舷側） 

（左舷側） 

約２６cm 

ストッパー 

写真５ 本件キャプスタン及び操作レバーの状況 

約４８cm 
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船長は、次のことから、事故防止を徹底するために操業前又は

操業中に乗組員に安全指導を行うことはなかったものと考えられ

る。 

ａ これまで操業中に事故等が発生したことはなかった。 

ｂ 漁労機器周辺での巻き込まれ事故等の危険性について、経験豊

富な本船の乗組員は知っていると思っていた。 

原因 本事故は、乗組員Ａが、後部甲板を移動していた際、停止中の本件

キャプスタンの操作レバーに誤って接触してしまい、同レバーにス 

トッパーが掛けられていなかったため、本件キャプスタンが作動し、

本件キャプスタンの回転部に足を巻き込まれつつ、操舵室の囲壁に体

を挟まれたことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策 

 

船舶所有者は、本事故後、次の改善措置を講じた。 

・キャプスタンを使用していないときには、必ず操作レバーにストッ

パーを掛けるよう乗組員に対して安全対策の徹底を図るととも

に、漁労機器の周辺で作業を行う際には可能な限り複数人で状況

を確認し合い、十分に注意して作業を行うよう指導した。 

・本件キャプスタンの緊急停止ボタンを設置した。（写真６参照） 

・操舵室の囲壁に設置された箱に入れていた定置網の補修作業用の

道具を撤去し、操舵室内で保管することとした。（写真６参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型漁船の船舶所有者は、キャプスタン等の操作機器と回転部の

設置位置を離し、誤って乗組員が操作機器に接触しないようにす

ること。 

・小型漁船の乗組員は、回転部付近では、カッパ等が巻き込まれる

おそれがあるので、回転部に意識を向けながら移動すること。 

写真６ 操舵室の囲壁の状況（本事故後） 

 

緊急停止ボタン 
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・小型漁船の船長は、乗船経験が豊富な乗組員に対しても、定期的

に巻き込まれ事故の事例等を示しながら安全教育を実施し、安全

意識の維持・向上に努めること。（参考：URL*1 ） 

・小型漁船の船舶所有者は、操業中、乗組員の足等が誤って停止中

の回転機能を有する漁労機器の操作レバーに当たった場合に、操

作レバーが動いて同機器が回転しないよう、操作レバーにストッ

パーを取り付けること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
*1   運輸安全委員会ダイジェスト第３３号「漁船の安全運航のために～漁労中の揚網機等への巻き込まれ事故防止～」 

https://jtsb.mlit.go.jp/bunseki-kankoubutu/jtsbdigests/pdf/jtsbdi-No33_all.pdf 

運輸安全委員会事務局函館事務所作成の地方分析集「甲板上での漁労作業中に発生した死傷等事故」 

https://jtsb.mlit.go.jp/bunseki-kankoubutu/localanalysis/01hakodate/20240227hdanalysis.pdf 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

岩手県 

岩手県普代村 

事故発生場所 

（令和７年７月２日 

 ０６時４０分頃発生） 

太田名部漁港 

太田名部港南防波堤灯台 


